
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．平均正答率の結果（全国平均の比較で） 

 全国平均との比較 

国 語 同程度 

算 数 同程度 

 

２．教科ごとの結果・分析（全国平均の比較で） 

領 域 全国平均との比較  

話す・聞く 同程度  

書 く 下回っている  

読 む やや上回っている  

言語事項 同程度  

   

問題形式 全国との比較 無解答率 

選択式 同程度 1.6％ 

短答式 上回っている 1.8% 

記述式 同程度 7.1％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★国語全体として・・・全国平均と同様の結果となりました。 
★正答数別人数から・・・ 

14問中10問以上（正答率70％以上）正答している児童は約57％。14問中4問以下（正答率30％
未満）の児童は約4%。中～高位の子が多い傾向にあります。 

★領域（「話す・聞く」「書く」「読む」「言語事項」）別に見ると・・・ 
・「言語事項」は全国と同程度です。漢字に関しては全国よりも読んだり書けたりできています。 
・「話す・聞く」に関しても全国同様の結果ですが、「読む」は全国をやや上回りました。「書く」に関
しては全国を下回りました。今年度も「記述式」問題の正答率が低い傾向にあります。答えるための条
件に合わせながら、自分の考えをまとめて書いたり、目的や意図に応じて要約したりすることを苦手と
しています。 

★問題形式で見ると・・・「短答式」（漢字の読み・書き）で全国を上回っています。「選択式」「記述式」
は全国と同様の結果です。記述して答えることは依然として苦手としています。 

★無解答率で見ると・・・昨年度と同様、3つの問題形式とも全国より低かったです。あきらめずに問題に向
き合い、答えを導き出したことがうかがえます。問題に対して粘り強く取り組む姿
勢がついてきています。本校に限ったことではありませんが、「記述式」の問題に
対しては、無解答率が高くなる傾向にあります。 

 

国 

語 

令和５年度 全国学力・学習状況調査  

本校の結果について 

 
保護者・地域の皆様には日頃より本校の教育活動にご支援・ご協力を頂き、誠にありがとうございます。 

さて、４月に６年生を対象に実施しました、全国学力・学習状況調査の本校の結果と分析についてお知ら

せします。この調査は、全国的な児童生徒の学力並びに学習状況を把握し、今後の学習指導に役立てること

を目的として行っています。本校もそれを踏まえ、調査結果を学力向上の取組に生かしています。 
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＜領域別の正答状況＞ 

 



領 域 全国平均との比較  

数と計算 やや下回っている  

図 形 同程度  

変化と関係 同程度  

データの活用 同程度  

   

問題形式 全国平均との比較 無解答率 

選択式 やや上回っている 1.7% 

短答式 同程度 1.9% 

記述式 やや下回っている 3.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．児童質問紙の結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★算数全体として・・・全国と同程度の結果となりました。 
★正答数別人数から・・・ 

16問中12問以上（正答率70％以上）正答している児童は約 
45％。16問中４問以下（正答率30％未満）の児童は約15％ 
おり、国語よりも低位の子が多くいます。 

★領域（「数と計算」「図形」「変化と関係」「データの活用」）別
に見ると・・・ 
・「図形」「変化と関係」「データの活用」は全国と同程度でし
た。 

・「数と計算」は全国をやや下回っています。「求め方と答えを
式や言葉を用いて記述し、その結果から条件に当てはまるかど
うか判断する」（記述式）、「『以上』の意味を理解し、示さ
れた表から必要な数を読み取る」（短答式）の正答率が全国よ
りも低い結果となりました。 

★問題形式で見ると・・・ 
「短答式」は全国と同程度で、「選択式」は全国をやや上回りま 
した。「記述式」は全国をやや下回りました。算数においても記 
述することを苦手としていることがわかります。 

★無解答率で見ると・・・ 
３つの問題形式とも全国よりも低かったです。問題によっては全 
国よりも高いものがありましたが、算数でもあきらめずに取り組 
んだことがうかがえます。 
 

末広小学校の児童は・・・ 

 

○自分にはよいところがあると思っている子の割合は約85％。全国平均よりも高い。 

  →●自分にはよいところがあまりない・ないと思っている子は約15％。 

   ○「当てはまる」と答えた子の割合が昨年度より大幅に増加（28.9%→49.4％）。 

○将来の夢や目標をもっている子が約87％以上いる。 

○家庭で自分で計画を立てて学習している子は約88％。全国よりもかなり高い。 

○授業中に課題解決に向けて自分で考えて自分で取り組んでいる子や学級の友だちとの間で話し合う活動を

通じて自分の考えを深めたり、広げたりすることができている子の割合が80％を超えている。主体的に

学び、友だちと協働的に学ぶことができている。 

●平日に１日当たり２時間以上学習している子の割合は約14％（全国が約26％）。１時間以上２時間未満

が最も多く、約58％。全国と比べると長い時間学習する子は少ないが、１時間未満という短時間の子の

割合も少ない。 

●休みの日に学習する時間は、平日と同じで１時間以上２時間未満が最も多く、約41％。次いで多いのが

１時間未満で約29％。全くしない子もいる（約6％）。３時間以上学習する子の割合は全国よりもやや

低い。 
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＜領域別の正答状況＞ 

 

算数 正答数分布グラフ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の学力向上に向けて 

○学習に向かう基本的な姿勢を育てます 

・学習ルールやノート指導の一層の定着を図り、学習する意欲を喚起します。 

・昨年度から導入されている「一人一台端末」を効果的に活用していきます。 

○書く力を高めていきます 

  ・授業中は、自分の考えを表現したり、まとめの文章を書いたり、学習の振り返りを書いたりするなど、書

き表す経験を積ませます。 

・水曜日のSタイムでは、引き続き全校一斉に「視写」に取り組みます。 

○「ICT」や「対話」を取り入れた授業を行っていきます 

  ・友だちと話し合ったり考えを共有したりする、対話を取り入れた学習を積極的に行うことで、子どもたち

がお互いに高め合えるようにしていきます。 

・対話を効果的に行ったり、一人一人が自分なりに課題解決をしていったりするために「一人一台端末」を  

効果的に活用していきます。 

○算数における基礎的・基本的な学力の定着を図ります 

  ・算数の授業では、習熟の時間を充実させることで、繰り返し学習させます。 

  ・日常生活の場面に置き換えたり、式や言葉で説明したりするような学習も行います。 

○無解答をゼロにします 

  ・あきらめないで問題に向かおうとする気持ちを育てるとともに、基礎的・基本的な学力を定着させること

によってあらゆる問題に対応できる力を育てます。 

○家庭との連携を大切にします 

  ・家庭と連携し、規則正しい生活習慣づくりに努めます。 

  ・家庭学習の充実を図る取り組みを行います。～家庭学習の表彰・「パワーアップウィーク」の取り組み 

・学力向上通信「パワーアップ」を発行し、家庭と学校との連携を図ります。 

 

 

 

・自己有用感は依然として高い傾向にあります。その一方で、約２割の子は低い状況にあります。今後も

「わたしっていいな！きみってすごい！」を全校で進めていきます。 

・将来の夢や目標を多くの子がもち、学習に励んでいます。自ら考えて学習できていたり、仲間と話し合う

活動を通じて考えを深めたり広げたりすることもできています。これからも主体的な学び・協働的に学び

を進めていきます。 

・家庭では自分で計画を立てて学習することはできていますが、家庭での学習時間は全国と比べると少ない

傾向にあります。平日では１時間から２時間未満の児童が多くいます。休日だと学習する時間が少ないと

いう状況です。中学校へ進学するにあたり、休日をうまく活用して学習するようになると、さらに力が付

いていくと考えられます。 

 



５．特に正答率が低かった問題と解答の状況 
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１ 【国 語】 
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「文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えをまとめる
ことができるかどうかをみる」問
題です。正答率は、約53％でした。
誤答としては、条件②の分かった
ことをもとに、これから自分がで
きそうなことを書くことは満たし
ているけれど、条件①に関して運
動と食事の両方ともについて分か
ったことを書くことができていな
いものが多かったです。日頃から
時間をかけて要約をするという経
験を積んでいく必要があります。
条件③の文字数については、条件
をクリアすることができていまし
た。 

「図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる」問題で
す。【川村さんの文章】のグラフから分かることや【カード⑤】をもとにして問題点の解決方法については書けていまし
たが、【カード④】から分かること（農家の石山さんの話の要約）が書けていない誤答が多くありました。要約をすると
いう手間がかかる部分に時間をかけて解答することができていないことがわかります。この問題の正答率は 20％でし
た。全国の正答率と比べると約7％低くなっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算 数】 

２ 

３ 

 「正三角形の意味や性質につ
いて理解しているかどうかを
みる」問題です。正答は30°で
すが、60°という誤答が多かっ
たです。正三角形の一つの角の
大きさが 60°であることは理
解できているけれど、テープを
切って開いたということに着
目できていない子が多くいま
した。問題を細かく読み取ると
いうことが大事になります。全
国よりも6％ほど高い結果では
ありましたが、正答率は低く、
約31％でした。 

「高さが等しい三角形について、底辺と
面積の関係を基に面積の大小を判断し、そ
の理由を言葉や数を用いて記述できるかど
うかをみる」問題です。高さについて具体的
な長さが示されていないので面積は比べら
れないと考えている子が多くいました。ま
た、三角形の面積の公式（底辺×高さ÷2）が
理解できておらず、問題に出ている辺の長
さを全てかけていたり、３辺の長さの和を
求めたりする誤答もありました。公式に当
てはめて面積を出すことはもちろんのこ
と、様々な条件の下で面積を比較するよう
な応用問題も解かせていく必要がありま
す。この正答率は約17％で、全ての問題の
中で最も低く、全国よりも約4％低い結果と
なりました。 

 「示された日常生活の場面を解釈し、小数の加法や乗法を使った求
め方と答えを式や言葉を用いて記述し、その結果から条件に当てはま
るかどうかを判断できるかどうかをみる」問題です。正答率は約49％
でした。答えの出し方は理解できているけれど、小数の加法と乗法が
正しく解けていないものや式のみで言葉を使って説明することがで
きていないという誤答が多かったです。計算力を付けることはもちろ
ん、日常生活の具体的な場面に対応させながら式と言葉を活用して表
現していくことも大事にしていかなくてはいけないということがわ
かります。 


